
  

 

 

 

１. 福岡城の構え 

 

三の丸 

福岡城郭の総坪数は、８１,９００坪（約２７０,０００㎡）であり、三の丸は、福岡城縄張図の中で

一番大きな土台を構築している。全城周は４,６１４間（約８,３９０ｍ）、堀周囲（三の丸外周）は、 

２、６２２間（約４,７７０ｍ）と記されており、櫓４７基，門１０門を備える広大な城郭である。 

なお、現在、国の史跡に指定されている面積は、４８３,０００㎡である。 

大休連山の地形を巧みに利用し、軍学書に言う理想的な「一二三
ひ ふ み

段」と言われる構造であり、

本丸が海抜２３ｍ、二の丸は１６～１８ｍ、三の丸は５～８ｍの高さに位置している。 

三の丸の西側には、藩主が生活する屋敷があり、今の平和台陸上競技場や球場跡あたりは、

黒田家の重臣が居住する屋敷が８軒程並んでいた。 

（「.福岡城の構え」終わり） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒枠内 ： 史跡指定範囲          舞鶴公園範囲 

 

岡部定一郎「福岡城寸描」（27） 
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福岡城縄張図 
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